
モメンタム（Momentum）

毎年8月のフェスティバルのトップシーズンに世界のアートマネージャー、文化政策担当者等を招いて開催さ
れる、ネットワーク形成・育成プログラム

◎ 最大の目的は、スコットランドのアーティスト、カンパニーと国際的な関係性を構築すること
⇒ 参加者の要望に沿った内容が提供される。交流の促進とコラボレートの「種」を探す機会。

◎ ブリティッシュ・カウンシル、クリエイティブ・スコットランド、フェスティバルズ・エディンバラ の3団体の
パートナーシップによる開催

◎ 2014年にスタート。プログラムは通常4〜5日で、年間80人程度が参加する。

フェスティバル関係者とのミーティング、スコットランド芸術セクターとのネットワークづくり、正式な二国間協議
の設定などを行う

国際デリゲーション・プログラム
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2011.05
エジンバラ・フェスティバル影響評価
Edinburgh Festival Impact Study
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2006.05
轟く蹄（とどろくひづめ）
エディンバラ・フェスティバルの国際的競争性の維持
Thundering Hooves: Maintaining
the Global Competitive
Edge of Edinburgh’s Festivals

2007
エジンバラ・フェスティバルズ・エクスポ・ファンド
Edinburgh Festivals Expo Fund
（スコットランド政府が設置した基金）

2007
フェスティバルズ・エディンバラ
Festivals Edinburgh
（マーケティング組織）

EDINBURGH 
ART FESTIVAL

2012.08
エディンバラ国際文化サミット開催
Edinburgh International
Cultural Summit

2016.07
エジンバラ・フェスティバル影響評価
Edinburgh Festival Impact Study

2015

2015.05
轟く蹄（とどろくひづめ）2.0
エディンバラ・フェスティバルの成功を継続するための
10年間の戦略
Thundering Hooves2.0: A Ten Year
Strategy to Sustain the Success
of Edinburgh’s Festivals



調査報告書： 轟く蹄 －エディンバラ・フェスティバルの国際競争性の維持
(Thundering Hooves: Maintaining the Global Competitive Edge of Edinburgh’s Festival)

発表： 2006年5月

依頼者： エディンバラ市、スコットランド政府、クリエイティブ・スコットランド、観光庁、経済団体

実施者： 民間コンサルタント会社

調査の背景
・ 国内(マンチェスター、リバプール、ブライトン) 国外都市(ドバイ、モントリオール、メルボルン)の文化インフラへの投資
・ エディンバラの主要フェスティバルの国際競争力の低下
・ エディンバラの「フェスティバルの街」としての地位の低下
・ 既に確立した国際的フェスティバルの地位に慢心していることによる、更なる向上に向けた努力の欠如

結果
・ エディンバラ市とフェスティバル関係者のフェスティバルの文化的価値、ブランド力を更に発展させる必要性の認識
・ エディンバラ市、スコットランド政府の議員のフェスティバルの経済と文化面での重要性と脅威の認識
・ マーケティングの必要性、特に11のフェスティバルが主要なターゲットに対する理解を共有する必要性の認識

エディンバラ・フェスティバルの進化

フェスティバルズ・エディンバラ（マーケティング組織）の創設 【アンブレラ組織】
（Festivals Edinburgh）
マーケティング戦略の統合を可能とする、主要なフェスティバルの代表者をメンバーとする組織
エディンバラ市の企業や組織（ツアー会社、バス会社、自治体など）が協働するための新たな枠組みも設置された

エディンバラ・フェスティバルズ・エクスポ・ファンド（基金）の設置
（Edinburgh Festival Expo Fund）
スコットランド政府による、主要なフェスティバルを対象とした補助金交付を目的とした基金
スコットランドを拠点とアーティストやカンパニーが出演するプログラムや、海外との共同制作作品などにほじょを行う



アンブレラ組織
フェスティバルズ・エディンバラ６つのプライオリティ

1. 投資（インベストメント）

2. アドボカシー（主張）

3. マーケティング

4. エンゲージメント（雇用）

5. スキルディベロップメント

6. リーダーシップ



スコットランド政府

スコティッシュ・エンタープライズ
（ビジネス関係）

クリエイティブ・スコットランド
（アーツカウンシル）

ビジット・スコットランド
（観光庁）

エディンバラ市

ブリティッシュ・カウンシル

ブランド確立 経済効果 文化的効果 社会的効果
（格差問題）

国際関係観光



スコットランド政府、エディンバラ市、スコットランド観光局、イベントスコットランド、スコティッシュ・エン
タープライズがエディンバラ・フェスティバルの戦略を共同で策定する。

SCOTLAND THE PERFECT STAGE （スコットランドMICE）

WORLD LEADING FESTIVAL CITY （エディンバラ市）

観光関係、ビジネス関係、行政関係等で共有

GREATキャンペーン （英国）



参加アーティスト： 40ヵ国、2,020人以上

チケット売上： 187,083枚、収入4,396,738£

観客動員数： 83ヶ国、461,883人

若者と学生に向けた割引チケット： 9,000枚以上

ヴァージン提供のコンサートでの花火： 400,000発以上

9つのスクールプロジェクト： 5,600人の若者の参加

公演数： 284公演

世界初演： 4作品

ヘラルド・エンジェル賞受賞： 7作品

会場数： 15会場

ウェッブサイトの訪問者数： 581,772人

YouTube閲覧数：1,379,941ビュー

ソーシャルメディアのエンゲージメント： 296,336人

ウェッブサイトのセッション数： 920,345回

オープニングイベント BLOOM参加者： 35,000人

オープニングイベントでの大型プロジェクター使用数： 52台
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フェスティバルの評価
EdinburghFestival ImpactStudy エジンバラフェスティバル影響調査 調査項目

1. Core FestivalOutcomes

Cultural Impact

Social Impactand Wellbeing

Place-makingand identity

2. WiderFestivalOutcomes:economic impact

Overview

Audiencenumbers

Expenditure

Whole trip expenditure

Determinantsof visitorexpenditure

Festivalorganizer’sexpenditure

Multipliereffects

Overall economic impactof the Edinburgh

Summaryand conclusions

3. Sustainabilityand Environmental Impact

1. 中心となるフェスティバル成果

文化的影響

社会と福祉への影響

場づくりとアイデンティティ

2. 幅広いフェスティバルの成果： 経済効果

概観

観客数

支出

全旅行支出

観光客の支出の決定要素

フェスティバル主催者の支出

乗数効果

エジンバラの全体的な経済効果

まとめと結論

3. 持続可能性と環境への影響



社会的価値

環境・社会問題への貢献

文化的価値

ライフスタイルの提供

経済的価値

生活者の利益と
地域経済の利益の両立
ビジネスモデルの確立

3つの価値

文化的価値
ゼロをプラスにする価値
どうやって暮らしを豊かにするか。

社会的価値
マイナスの影響をゼロに近づける。
社会のリスクを下げる。
持続可能性を高める。

これまでの競争戦略、儲け方や勝ち方そのものを変えていく
従来の競争戦略の延長線上にはない、
非連続的なイノベーション

まちは劇場
プロジェクトの

ビジョン

環境的価値
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フェスティバルの評価
EdinburghFestival ImpactStudy エジンバラ・フェスティバル 影響調査 サマリー

The result of the latest impact study showthat theEdinburghFestival continue tobeScotland’sworld-leadingculturebrands though
最新のインパクト調査の結果、エジンバラフェスティバルはスコットランドの世界をリードする文化ブランドであり続けている。

Attracting audienceof more than fourmillion
400万人以上の観客

Attendancesof 4,537,937 were recordedacross the12 EdinburghFestivals.
エジンバラの12のフェスティバルに、4,537,937人の観客が訪れた。

Providinguniqueplacesof culturediscovery
新たな文化的発見をもたらす場の提供

92% of respondentssaid that theFestivalhadgiventhemthechance to see something theywouldnot haveotherwiseget to see.
92％の回答者が、フェスティバルが他では見られないものを見るチャンスを与えたと回答した。

Playinga culture role in year-round audiencedevelopment
年間を通じた、文化的役割を果たす観客の育成

68% of respondentssaid thatattendingtheFestivalshadmade themmore likely to attendanothercultureevent.
68％の回答者が、フェスティバルに参加することにより、他の文化イベントに参加する可能性が高まったと回答した。

Deliveringan unrivalled internationalplatformfor companies,artists and thinkers
カンパニー、アーティストや思想家に対する、比類のない国際的なプラットフォームの提供

92% of the respondentsagreedthat theFestivalwere “must-see”event.
92％の回答者が、フェスティバルが必見イベントであることに同意した。

Investing in thegrowthanddevelopmentof the individualsand communities
個人と地域社会への成長と発展への投資

57% of respondentssaid that theFestivalwereevents that “brings the community together”.
57％の回答者が、このフェスティバルは「地域社会を結束させる」イベントであると回答した。
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Creatinga senseof civic pride
シビックプライドの醸成

89% of local festivalgoersagree that theFestival increasedpeople’spride in Edinburghas a city.
89％の地元のフェスティバル参加者が、フェスティバルが人々の都市としてのエジンバラに対するプライドを高めたことに同意した。

Positioning thecity regionas an attractivecreative, internationaldestination
都市を魅力的で創造的な国際的な観光地として位置付ける

94% of respondentssaid that theFestivalare part of whatmakesEdinburghspecial asa city.
94％の回答者が、フェスティバルは、都市としてのエジンバラを特別なもの（創造都市）とすることに役立っていると回答した。

Developing their role as economicpowerhousesof the tourism industry
観光産業を経済の中心として育成する役割

Economic impact was measured at £280m in Edinburgh and £313m in Scotland, representing a 19% and 24% increase on the figures
reported in 2010.
経済的効果は、エジンバラで280百万ポンド、スコットランドで313百万ポンドと測定され、2010年に報告された数字の19％および24％の増加となった。

5,660 newFTE jobs supported inEdinburghand6,021 in Scotlandcompared to5047 and4757 respectively in 2010.
エディンバラでは5,660人、スコットランドでは6,021人の新規FTE（フルタイム等量）雇用が生まれ、2010年の5047人と4757人に比べて増加した。

Actingas tourismgateways to the rest of Scotland
スコットランドの他の地域の観光としての入り口

Festival visitors are now spending more nights elsewhere in Scotland than in 2010, with the festival’s role as sole motivation for travel
increasing in significance.
フェスティバルの来場者は、スコットランドの他の場所で2010年よりも多くの宿泊をしており、旅行する動機としてのフェスティバルの役割の重要性が高まっている。

Developing innovativeenvironmentalprogrammes
革新的な環境プログラムの開発

Launched several collaborative projects since the 2010 study, including Creative Carbon Scotland and the Green Arts initiative, that are
nowbothoperatingacross Scotland.
クリエイティブ・カーボン・スコットランドとグリーン・アーツ・イニシアチブを含む2010年の調査以来、いくつかの共同プロジェクトが立ち上がっている。
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In2015BOPConsultingwascommissionedbyFestivalEdinburghtoundertakeanImpactStudyof thetwelveEdinburghFestival theyrepresent
2015年に、BOPコンサルティングは、フェスティバルエディンバラに委託され、彼らが代表する12のエジンバラフェスティバルの影響調査を実施した。

The same overall economic impact methodology to assess the contribution that the Festival makes to the wider economy of Edinburgh
andScotland
フェスティバルがエジンバラとスコットランドのより幅広い経済にもたらす効果を評価するため、同じ全体的な経済的影響の方法論を用いた。

A slimmed down, core set of questions to assess the social and cultural impact of the Festivals, including questions on social impact being
askedacross all twelve festival (rather than just sevenas in 2010)
2010年のように7つのフェスティバルではなく、全12のフェスティバルで尋ねられる社会的インパクトに関する質問を含め、フェスティバルの社会的および文化的影響を
評価するため規模を小さくした質問のセットを用いた。

This study repeats many elements of the research that was carried out by BOP five years ago during the 2010 festival season and
published in 2011.
この研究は、5年前、2010年のフェスティバルシーズン中に実施され、2011年に出版されたBOPの研究の多くの要素を繰り返し用いている。



インターナショナル・フェスティバル収益内訳

政府（クリエイティブ・スコットランド）、市

チケットセールス

ファンドレイジング

その他

37％

30％

26％

7％

Core Government

Ticket Sales

Fund Raising

支出の75％は作品の制作費

収益は、約1,200万ポンド（17-18憶円）

政府（クリエイティブスコットランド）・市、チケットセールス、
ファンドレイジング（企業・個人からの支援）の割合は、
戦略的にほぼ同額にしている。バランスを重視している。
期間中チケットセールス45万枚の約半分がインターナショナ
ル・フェスティバルのチケット
エディンバラの人口が50万人に対して、３週間で45万枚の
チケットが売れている。



フリンジ（EDINBURGH  FESTIVAL FRINGE）

インターナショナル・フェスティバルがキュレーテッド・フェスティバルなのに対し、
フリンジは、オープンアクセスのフェスティバルで、お客の幅を広げる、開かれた
フェスティバル。

フリンジには、インターナショナル・フェスティバルのような中心的な運営機関は
ない。

フリンジ・ソサエティがサポートをする役目を持っている。
フリンジ・ソサエティのミッションは、世界中のパフォーミングアーティストが、世
界の観客に向けて作品を発表する機会を提供すること。
チケット・セールスもフリンジ・ソサエティが行っている。

3,000演目、25,000人のアーティストが8月中に公演を行っている。

公的資金率は非常に少なく、参加料、ボックスオフィスのコミッション、プログラ
ムの広告収入の自己収益が60％を占める。



静岡市の取組



行政

地域住民・地域

交通事業者 宿泊施設
農林漁業 飲食店 商工業
ICT業 デザイン業 映像制作業

旅行者 潜在的ユーザー

FMO
（フェスティバル・マネジメント・オーガナイザー）

DMO
（ディスティネーション・マネジメント・オーガナイザー）

フェスティバルによる地域づくり
フェスティバルのブランド化と
地域への誇りと愛着の醸成

観光による地域づくり
「稼ぐ力」の強化と

地域への誇りと愛着の醸成

マーケティング
ブランディング

オーガナイザー
アーティスト カンパニー
制作（衣裳、照明、美術）
脚本家 作家
劇場、べニュー その他関連業種

商品化
フェスティバルズ

DMC
（ディスティネーション・マネジメント・カンパニー）

コンテンツ
アクティビティ

観客
収益

ビジョンの共有
ブランディング

個別フェスティバル

戦略の共有
情報の共有

地域経済の活性化

ビジネス化

ランドオペレーション



ビジョン共有型モデルの特徴＝ビジュアルの共有



Be型モデルの特徴＝ビジュアルの共有

ライフスタイルの提案
都市プロモーション
公共空間の活用（規制緩和）
交通政策（歩行者空間）
観光・経済政策
民間の投資

経済的効果： 観光、投資
市民と来訪者共通の利益

文化的効果： シビックプライド
都市の価値向上

社会的効果： 長寿・健康
持続可能な都市



copyright© SURUGA Marketing&Tourism bureau

マインドシェアを高め、“静岡”に対する観光・交流イメージが湧くようにする

5

3

静岡の観光といえば





「まちは劇場」を世界へ発信するためのブランディング

インナーブランディング アウターブランディング

私たち自身、市民に向けたプロモーション
静岡に暮らす楽しさ、誇りを実感

外に向けたプロモーション
交流人口の増加による経済効果を期待
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静岡市が素晴らしい場所だと思い
生活をエンジョイしている。
時には自分も演じる側になってい
る。

静岡市が素晴らしい場所だと知っていて
ぜひ訪れてみたいと思っている。
できれば自分も演じる側になりたい。

文化的価値
春夏秋冬のフェスティバルが開催され
市民からも世界からも
フェスティバル・シティとして高く評価されてい
る。

経済的価値
来訪者による地域経済の活性化

社会的価値
ダイバーシティ、社会的包摂が
実現している。









ご清聴ありがとうございました。


